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ず
か
の
間
に
多
く
の
け
が
人
や

死
人
を
出
す
交
通
事
故
。
交
通

事
故
の
加
害
者
側
に
な
っ
て
し

ま
う
と
最
悪
の
場
合
、
刑
務
所
で
の
服
役
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
多
額
の
損

害
賠
償
を
支
払
う
必
要
性
が
出
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
事
故
の
被
害
者
本
人
や
そ
の
家
族

の
人
生
を
狂
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
当

事
者
で
あ
る
加
害
者
側
の
精
神
的
苦
痛
も
大

き
い
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
交
通
事
故
は

老
若
男
女
問
わ
ず
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

為
、
決
し
て
他
人
事
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
今
日
、
こ
れ
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
際
の

道
中
や
通
勤
で
の
使
い
慣
れ
た
道
な
ど
、
交

通
事
故
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
の
で
す
。
そ
の
為
、
車
を
運
転
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
は
勿
論
、
自
転
車
利
用
者
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
や
歩
行
者
も
夜
間
の
反
射

ベ
ス
ト
を
着
用
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
交
通

事
故
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
交
通
事
故
か
ら
皆
さ
ん
を
守
る
た
め
に
、

た
び
た
び
変
わ
る
条
例
や
法
律
。
そ
の
な
か

で
も
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
「
免
許
証
の
返

納
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
高
齢
の
方

だ
け
で
な
く
、
若
い
世
代
の
人
も
目
を
向
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
課
題
の
為
、
自
分
の
立

場
に
置
き
換
え
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

交通事故は不意に
後悔した時には遅い　交通事故
　　今からできることを知って備えましょう

わ
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皆さんはシルバー・サポーター制度をご存知ですか？

シルバー・サポーター制度とは？

制度の利用の流れ シルバー・サポーター制度を
活用した特典例

埼玉県警察では、運転を卒業した高齢者（原則として 65 歳以上）の方への生活支援とし
て「シルバー・サポーター制度」を実施しています。この制度は、運転免許証を自主返納
して、申請により交付を受けた「運転経歴証明書」を提示することで、様々な特典を受け
られるというものです。

①（1）運転免許証の自主返納（取消し手続き）
①「運転経歴証明証」交付申請

▼
②「運転経歴証明書」交付

▼
③「運転経歴証明書」提示

▼
④ 特典（割引等）の提供

・バス料金の割引
・タクシー料金の割引
・デパートでの買い物の無料配送
・金融機関での預金金利アップ等

対　象　越生町に住所を有している方で、下記
のいずれかの要件に該当している方

　　　　➀運転免許証返納者
　　　　➁ 70 歳以上の方（当該年度に 70 歳に

到達する方を含む）で、自動車を所
有していない方

利用範囲　町内での乗降による利用
※ただし、毛呂山町の埼玉医科大学病院とハピ

ネス館は利用できます。
限度額　42,000 円（500 円× 84 枚）

あ企画財政課　企画担当
　う内線２２３

対　象　越生町に住所を有している方で、下記
のいずれかの要件に該当している方

　　　　➀運転免許証返納者
　　　　➁ 70 歳以上の方
利用範囲　町内での乗降による利用
※ときがわ町路線バス・鳩山町営路線バスは町

内での乗降に限り利用できます。
限度額　30,000 円（100 円× 300 枚）

あ企画財政課　企画担当
　う内線２２３

▶シルバーサポーター制度
　について「埼玉県警察 HP」

返納された方は　
　　こちらのサービスをご利用ください

タクシー利用料金助成事業 バス利用料金助成事業
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自主財源
21億2,295万円

40.7%

52億
2,011万円

町税
13億2,934万円

25.4%

繰越金
5億2,426万円
10.0%

使用料及び手数料
6,582万円
1.3%

分担金及び負担金
2,434万円
0.5%

その他
1億7,919万円

3.5%

国庫支出金
7億1,036万円
13.6%

地方交付税
16億7,392万円

32.1%

地方交付税
16億7,392万円

32.1%

県支出金
2億7,212万円

5.3%

その他
3億8,502万円

7.2%

歳入

町債
5,574万円
1.1%

町債
5,574万円
1.1%

依存財源
30億9,716万円
59.3%

46億
8,660万円

消防費
2億7,515万円

5.9%

歳出

農林水産業費
1億6,910万円

3.6%

総務費
6億3,221万円
13.5%

民生費
15億3,239万円

32.7%

教育費
4億380万円
8.6%

教育費
4億380万円
8.6%

土木費
4億1,287万円

8.8%

土木費
4億1,287万円

8.8%
衛生費

4億7,863万円
10.2%

衛生費
4億7,863万円
10.2%

公債費
3億5,665万円

7.6%

公債費
3億5,665万円

7.6%

その他
4億2,580万円

9.1%

その他
4億2,580万円

9.1%

令
和
4
年
度

決
算
報
告

　
令
和
４
年
度
の
町
の
決
算
が
９

月
の
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
年
度
の
歳
出
は
、
一
般
会
計

約
47
億
円
、特
別
会
計
約
28
億
円
、

水
道
事
業
会
計
約
３
億
円
（
収
益

的
支
出
と
資
本
的
支
出
の
計
）
と

な
り
、
総
額
約
78
億
円
で
様
々
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
入

　
歳
入
決
算
総
額
は
52
億
２
，０

１
１
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て

５
，８
０
４
万
円
、
１
・
１
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
減
少
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
の

国
庫
補
助
金
の
収
入
が
大
幅
に
減

少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
税
は
、
13
億
２
，９
３
４
万

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
，３

３
２
万
円
、
１
・
０
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
固
定
資
産
税
や
軽

自
動
車
税
等
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
７
億
１
，０

３
６
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て

２
億
３
，６
１
８
万
円
、
25・０
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
縮
減
の
ほ

か
、
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支

援
事
業
費
補
助
金
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
費
補
助
金
な
ど
の
減
少
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
町
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

減
少
の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
に
町

道
１
‐
７
号
線
道
路
改
良
事
業
の

借
入
れ
を
行
っ
た
た
め
、１
億
６
，

３
４
１
万
円
、
74
・６
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出

　
歳
出
決
算
総
額
は
、
46
億
８
，

６
６
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
６
，
７
２
９
万
円
、
１
・
４
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
減
少
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
や
子
育
て
世
帯

等
臨
時
特
別
支
援
事
業
補
助
金
の

減
少
に
伴
い
、
民
生
費
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
歳
入
総
額
52
億
２
，０

１
１
万
円
と
歳
出
総
額
46
億
８
，

６
６
０
万
円
の
差
額
５
億
３
，３

５
１
万
円
は
令
和
５
年
度
へ
繰
り

越
し
ま
し
た
。

目
的
別
の
主
な
事
業

総�

務
費

○
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
を
目
的

に
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券

の
枚
数
を
拡
充
し
、
地
域
交

通
対
策
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
、

地
域
力
の
強
化
と
情
報
発
信

に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
４
年
度
は
森
林
整
備
の
た

め
１
名
増
員
し
、
２
名
と
な

り
ま
し
た
。

○
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作

成
し
ま
し
た
。

○
第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

を
実
施
し
ま
し
た
。

民�

生
費

○
越
生
町
障
が
い
者
計
画
な
ど
に

基
づ
き
、
障
が
い
者
等
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

○
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
在
宅
福

祉
事
業
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
推
進
し
ま
し
た
。

歳入の状況歳出の状況
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○
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
出
生

祝
金
支
給
事
業
、
こ
ど
も
の

医
療
費
支
給
事
業
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
事
業
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
貸
出
事
業
、

学
童
保
育
事
業
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

○
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
、
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
、
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
、

未
就
学
児
家
庭
支
援
特
別
給

付
金
及
び
障
害
者
施
設
・
高

齢
者
施
設
物
価
高
騰
対
策
支

援
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

衛�

生
費

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

消
毒
液
等
の
購
入
や
自
宅
療

養
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

し
た
。

○
住
民
の
健
康
管
理
を
支
援
す
る

健
康
増
進
事
業
や
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
の
支
援
事
業
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

○
近
隣
３
町
村
と
「
山
並
み
連
携

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
共
同

宣
言
」
を
表
明
し
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
す
取
組
み
を
開
始
し
ま
し

た
。

○
自
然
豊
か
な
花
木
墓
苑
を
基
本

と
し
た
町
営
樹
木
葬
墓
苑
「
五

大
尊
花
木
墓
苑
」
を
運
営
・

管
理
し
ま
し
た
。

農�

林
水
産
業
費

○
梅
・
ゆ
ず
な
ど
の
特
産
物
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消

を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

○
上
谷
農
村
公
園
の
遊
具
を
更
新

し
ま
し
た
。

○
農
道
１
号
線
の
舗
装
修
繕
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

○
埼
玉
県
の
補
助
金
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
水
源

地
域
森
づ
く
り
、
里
山
・
平
地

林
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
肥

料
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
農
家
等
に
給
付
金
を

支
給
し
ま
し
た
。

商�

工
費

○
越
生
ス
タ
ン
プ
会
が
実
施
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
販

売
を
支
援
し
ま
し
た
。

○
商
工
会
が
実
施
す
る
町
内
事
業

所
へ
の
消
毒
液
等
の
配
布
を
支

援
し
ま
し
た
。

○
燃
料
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
運
送
事
業
者
に
対
し
て
給
付

金
を
支
給
し
ま
し
た
。

○
観
光
協
会
が
実
施
す
る
観
光
Ｐ

Ｒ
事
業
等
を
支
援
し
ま
し
た
。

○
観
光
施
設
の
整
備
と
維
持
管
理

を
行
い
ま
し
た
。

○
町
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や

案
内
板
等
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

土�

木
費

○
町
道
１
-７
号
線
（
成
瀬
地
内
）

の
道
路
拡
幅
改
良
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

○
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

○
生
活
安
全
の
向
上
を
図
る
た
め
、

防
犯
灯
及
び
道
路
照
明
等
の
新

設
・
修
繕
等
を
行
い
ま
し
た
。

教�

育
費

○
越
生
町
教
育
振
興
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
児
童
・
生
徒
の
教
育

力
向
上
や
生
涯
学
習
を
推
進
し

ま
し
た
。

○
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
学

校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
支
援

策
と
し
て
小
中
学
校
の
給
食
費

を
８
か
月
分
補
助
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
安
心
元
気
な
越
生
町

を
創
る
た
め
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め

の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
等

　
令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
き
、

財
政
健
全
化
に
関
す
る
比
率
を
算

出
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金

歳入 歳出 差引額
総    額 85億2,755万円 78億2,779万円 6億9,976万円
一般会計 52億2,011万円 46億8,660万円 5億3,351万円
特別会計 29億8,806万円 27億9,592万円 1億9,214万円

公平委員会特別会計 29万円 14万円 15万円
農業集落排水事業特別会計 2,939万円 2,605万円 334万円

国民健康保険特別会計 14億9,318万円 14億5,881万円 3,437万円
介護保険事業特別会計 12億8,619万円 11億3,563万円 1億5,056万円

後期高齢者医療特別会計 1億7,901万円 1億7,529万円 372万円

水道事業
会計

収益的収支 3億1,748万円 2億9,283万円 2,465万円
資本的収支 190万円 5,244万円 ▲5,054万円

　
水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額

に
対
し
不
足
す
る
額
５
，
０
５
４
万
円
は
、
過
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

87.4
88.1

88.9

94.1

92.8

84.8

88.9
88.6 

89.3 89.7 
90.3 

87.9 

82.4

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度　  ４年度

越生町

県内町村平均

経常収支比率の推移

健全化判断比率 ( 単位：％ )

( 単位：％ )資金不足比率

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

越生町 ー ー 4.9 2.5
早期健全化

基準 15.0 20.0 25.0 350.0

特別会計名称 資金不足比率 経営健全化基準

農業集落排水事業特別会計 ー 20.0

水道事業会計 ー 20.0

会
計
別
決
算

不
足
比
率
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も

早
期
（
経
営
）
健
全
化
基
準
を
下

回
り
、健
全
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
指
標
で
あ
る
経
常

収
支
比
率
は
88
・
９
％
で
依
然
と

し
て
高
い
数
値
に
あ
り
、
財
政
の

硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
１
・
０
０
０
に
近
い
ほ

ど
財
政
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示

す
財
政
力
指
数
は
、
０
・
４
８
０

と
低
水
準
に
あ
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
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越生町長
新井　康之

梅コミまつりで挨拶

涼し
く

梅コミまつり開催

人
忘

が 各店

が で

※

。
あ生涯学習課　生涯学習担当　
☎２９２-３２２３

新さくらの山草刈り実施
に

住民の方・町議会議員・
75

恒久 

登録
ロシアのウクライナ進行後、特に

付近

防災訓練実施
（日）

、
、

した や今年
の で特集した防災マップの活用方法
使用 ていただきますようお願い
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越生町長
新井　康之

梅コミまつりで挨拶

涼し
く

梅コミまつり開催

人
忘

が 各店

が で

※

。
あ生涯学習課　生涯学習担当　
☎２９２-３２２３

新さくらの山草刈り実施
に

住民の方・町議会議員・
75

恒久 

登録
ロシアのウクライナ進行後、特に

付近

防災訓練実施
（日）

、
、

した や今年
の で特集した防災マップの活用方法

使用 ていただきますようお願い

　
越
生
町
出
身
の
映
画
監
督
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
甫ほ

き
も
と
そ
ら

木
元
空
（
31
歳
）
と
越
生
町
が
コ
ラ
ボ

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
町
に
暮
ら
す
子
ど
も
や

商
店
主
の「
手
」
を
通
し
て
、

日
々
変
わ
り
ゆ
く
手
が
あ

る
一
方
で
、
こ
の
町
を
思

い
繋
が
れ
た
手
は
い
つ
ま

で
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
、

と
い
う
甫
木
元
空
が
故
郷

の
越
生
町
を
思
う
気
持
ち

を
歌
と
映
像
で
表
現
し
て

い
ま
す
。

　
撮
影
に
は
、
町
内
の
幼
稚

園
と
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、

黒
山
三
滝
や
越
生
梅
林
の

映
像
と
と
も
に
日
常
の
越

生
町
を
切
り
取
っ
た
空
気

感
漂
う
作
品
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
歌
詞
の
中
に
あ
る

「
ゆ
れ
る
花
吹
雪
」
は
梅
ま

つ
り
・
桜
ま
つ
り
を
、「
思

い
出
通
り
」
は
日
々
通
っ
た
街
道
を
、「
こ
だ

ま
す
夏
祭
り
」
は
勇
壮
な
山
車
が
集
う
越
生
ま

つ
り
に
思
い
を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
全
国
の
誰

も
が
抱
く
故
郷
へ
の
思
い
を
詩
に
託
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
画
投
稿

サ
イ
ト(Youtube)

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
1
９
９
２
年
２
月
に
埼
玉
県
で
生

ま
れ
、
小
学
校
か
ら
大
学
卒
業
後
ま

で
越
生
町
で
過
ご
す
。
舞
台
演
出
家

の
父
親
と
ピ
ア
ノ
講
師
の
母
親
の
も

と
で
育
つ
。
小
さ
な
頃
か
ら
映
像
と

音
楽
に
親
し
み
、
生
活
の
一
部
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
多
摩
美
術
大
学
に
在
学
中
、
教
授

で
あ
っ
た
映
画
監
督
青
山
真
治
氏
と

出
会
い
、
２
０
１
６
年
に
監
督
と
し

て
最
初
の
長
編
映
画
デ
ビ
ュ
ー
作

「
は
る
ね
こ
」
で
監
督
・
脚
本
・
音

楽
を
務
め
る
。
同
作
は
越
生
町
を
舞

台
に
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
映
画
監
督
と
し
て
活
躍
す
る
傍

ら
、
２
０
１
９
年
に
２
人
組
バ
ン
ド
「Bialystocks(

ビ
ア
リ
ス

ト
ッ
ク
ス)

」
を
結
成
し
、
２
０
２
２
年
11
月
に
メ
ジ
ャ
ー 1st 

Album

「Q
uicksand

（
ク
イ
ッ
ク
サ
ン
ド
）」を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

　
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
彼
の
独
創
的
で
伸
び
や
か
な
歌
声
は
、
こ

の
越
生
町
の
風
景
と
よ
く
調
和
し
て
い
ま
す
。

あ
企
画
財
政
課
　
企
画
担
当
　
う
内
線
２
２
３

越
生
町
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
を
公
開
し
ま
し
た

▲プロモーション動画の一場面
▲町ホームページの
　プロモーション動画

▲梅まつりにて新井町長と甫木元さん
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通学路の安全
町全体の安心
　警察や町と連携し、啓発活動などを
行っている西入間交通安全協会越生支
部。ここでは町の安全を支えている活動
を紹介します。

西入間交通安全協会越生支部

入
間
交
通
安
全
協
会
越

生
支
部
で
は
交
通
安
全

思
想
の

啓
発
、
交
通
事
故
防

止
対
策
を
推
進
す
る

た
め
、
現
在
29
人
の

会
員
が
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

な
ぜ
安
協
に
加
入
し
た
の

で
す
か
？

　
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
交
通
安
全
活
動

を
し
て
い
る
先
輩
に
さ
そ
わ
れ
て
入

会
し
ま
し
た
。

西安協年間スケジュール

��4月　春の全国交通安全運動（立哨活動）
��7月　夏の交通事故防止運動（立哨活動）
��9月　秋の全国交通安全運動（立哨活動）
12月　黒鎌駅伝
　　　　�冬の交通安全防止運動（立哨活動）等

交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め

に
注
意
し
て
欲
し
い
こ
と

　
と
に
か
く
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
。

交
差
点
は
歩
行
者
、
運
転
者
共
に
慎

重
に
。

活
動
の
や
り
が
い
を
教
え

て
く
だ
さ
い

　
歩
行
者
の
安
全
第
一
を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
し
て
ま
す
。
活
動
中
に
挨
拶

を
し
て
く
れ
る
人
が
多
く
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
伝

え
し
た
い
事

　
制
服
姿
で
の
活
動
は
交
通
事
故
の

抑
止
力
に
な
る
の
で
気
持
ち
が
引
き

締
ま
り
ま
す
。
地
域
の
安
心
安
全
に

繋
が
り
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
？
楽
し
く
無
理
な
く
仲
間

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

会
員
募
集
中

　
西
入
間
交
通
安
全
協
会
越
生
支
部

で
は
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

あ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
西
入
間
交
通
安
全
協
会
越
生
支
部

事
務
局
（
総
務
課
地
域
支
援
・
防

災
安
全
担
当
）

　
う
２
９
２-

３
１
２
１

石井幸雄支部長

会員募集中
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う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

防災行政無線を用いた
緊急地震速報訓練を行います

令和５年
住宅・土地統計調査のお願い

　11 月２日（木）午前 10 時頃、町内 43 ヶ所
に設置している防災行政無線の放送塔から、緊
急地震速報の訓練放送を行います。
　この訓練は、緊急地震速報を聞いてから、慌
てずに身を守るなど適切な行動をとるための訓
練です。また、緊急地震速報等の緊急情報が防
災無線から適切に流れるかどうかを確認するた
めのものです。
　当日は緊急地震速報を確認したら、慌てずに
自分の身を守れるか、訓練で確かめましょう。

あ総務課　地域支援・防災安全担当
　う内線２１６

　総務省統計局（埼玉県・越生町）では、10 月
１日に住宅・土地統計調査を実施します。この
調査から得られるデータは、暮らしと住まいに
関する計画や施策の基礎資料として幅広く利用
されます。
　調査の対象となった世帯の方はご協力をお願
いします。

あ企画財政課　企画担当
　う内線２２４

令和６年4月　保育園・幼稚園の入園申込みがはじまります
保育園の入園申込みについて
入所要件　保護者の就労等により、保育を必要とする児童
受付期間　11 月１日 ( 水 ) ～ 30 日 ( 木 ) 
申請場所　子育て支援課窓口
書類配布　10 月 16 日 ( 月 ) から子育て支援課窓口で申請書類を配布します。
そ の 他
〇施設の決定は申込順ではなく、町が利用調整を行います（令和６年１月下旬決定）。
〇町外施設を希望する方は施設のある市町村に申請方法を確認し、越生町に提出が必要な場合は受付

期限の１週間前までに提出してください。

幼稚園の入園申込みについて
　越生みどり幼稚園は、11 月１日 ( 水 ) から幼稚園で受付を行います（入園案内と申請書類は 10 月
17 日 ( 火 ) から幼稚園で配布します）。詳しくは幼稚園にお問い合わせください。

町内の保育園・幼稚園

あ子育て支援課　子ども担当　う内線１６２

社会福祉法人山吹会
山吹保育園

越生町立
越生保育園

学校法人信愛学園
越生みどり幼稚園

住　　所 如意９８- ２ 越生１０４６- ４ 越生９５０
電話番号 ２９２- ５６８４ ２９２- ２２３１ ２９２- ２１０６
利用定員 70人 90人 60人
対象年齢 満４か月以上 満６か月以上 満３歳以上

保育時間

平日 午前７時30分～
　　 午後６時30分
土曜 午前８時～午後５時

平日 午前７時30分～
　　 午後６時30分
土曜 午前７時30分～
　　 午後１時

平日 午前８時45分～
　　 午後２時30分
※預かり保育あり
平日 午前8時～午前8時45分
　　　午後2時30分～６時
長期休業中 午前８時
　　　　　 ～午後６時

※保育時間は、就労状況等により決定します。
※平日 午後６時30分～午後７時は延長保育で有料となり

ます。
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令和６年度　学童保育室の入室児童申請を受付します
対　　象　越生町内在住の小学生で、仕事などの都合で保護者が常時留守、若しくは看護に時間を要

する家庭の児童。（※仕事 ･ 介護 ･ 病気などの理由以外で、家庭に父母や祖父母等の保護者
がいる場合は対象外です。）

施　　設　越生学童保育室 ･ 分室　　 定員 85 名（大字黒岩２５１越生小学校内）
　　　　　梅園学童保育室　　　　 　定員 35 名（大字小杉５５３梅園コミュニティ館内）

保育時間

保 育 料　月額 10,000 円 ( 別途おやつ代 2,000 円 )
　　　　　※保育料減免 ( 対象者は別途申請 )　※重複して減額できません。

申請方法　申請用紙に必要事項を記入し、必要な書類を添えて子育て支援課窓口で申請してください。
申請用紙は子育て支援課窓口にあります。

申請期限　10 月２日 ( 月 ) ～ 10 月 31 日 ( 火 )（期間厳守）
　　　　　※日曜日・祝日を除く。土曜日は午前中のみ。     
　　　　　※この期間を過ぎますと先着順の対応となります。
　　　　　　
そ の 他　※定員を超える申請があった場合は、保護者の就労等の状況を審査し、入室を決定させてい

ただきます。希望する学童保育室が定員に達した場合、入室待機となる場合があります。
　　　　　※通常の入室とは別に夏休み ( ８月 ) のみの利用も定員内で受付します。
　　　　　　また、入室回数が少ない場合は「一時預かり」をご利用ください。詳細はあまでお問い

合わせください。
　　　　　※毎年、定員を超える申し込みがある状況です。必ず期間内に申請をお願いします。

あ子育て支援課　子ども担当
　う内線１６２

時間外保育(午前) 通常保育(定時保育) 時間外保育(午後)
平日授業日
土曜授業日 放課後～午後６時 午後６時～

午後６時30分
土曜日
春夏冬休み
振替休日

午前８時～
午前８時30分

午前８時30分～
午後６時

午後６時～
午後６時30分

　　　　　※土曜日は、越生学童保育室での合同保育となります。
　　　　　※日曜・祝日・年末年始(12/29 ～ 1/3)はお休みです。

区　分 減額される額(月額)
生活保護世帯 5,000円
前年度市町村民税非課税世帯 5,000円
ひとり親世帯 2,000円

同時に２人以上の児童が学童に入室している世帯
(２人目以降の児童) 2,000円
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低所得世帯給付金のお知らせ 付加年金をご存じですか？

農地を貸したい方借りたい方募集

対象世帯
①令和５年６月１日現在、越生町に住所がある
方で、令和５年度住民税均等割が非課税の世
帯（住民税均等割が課税されている方の扶養
親族等のみで構成されている世帯を除く）

②令和５年１月以降の家計急変世帯
　※予期せず令和５年１月以降の収入が減少し、

同一世帯に属する方全員が①の世帯と同様
の事情にあると認められる世帯

　※所得があるにもかかわらず未申告の場合や、
他の自治体から同様の給付金を受給されて
いる場合等は支給対象となりません。

金　　額　１世帯あたり３万円
申請方法　
　①の世帯については「確認書」を発送してい

ます。内容を確認のうえ「確認書」を提出
してください。

　➁の世帯については、申請が必要です。申請
書は健康福祉課窓口にて配布及び町ホーム
ページに掲載しています。

申請期限　10月 31日（火）

あ健康福祉課　福祉担当
　う内線１１２・１１３

　国民年金の被保険者は、通常の年金保険料と
合わせて月 400 円の付加保険料を納付すること
ができます。
　付加保険料は、納付した月数に応じた額の半
額が、年額として毎年老齢基礎年金の受給額に
加算されます。

手続き　町民課に備え付けの用紙に必要事項を
記入し、町民課または年金事務所にご
提出ください。

付加年金額の計算式
　200 円×付加保険料を納付した月数
計算例
　付加保険料を 10 年間（120 月）納付した
とすると、納付額は
400 円× 120 月＝ 48,000 円の納付となりま
す。

　付加年金額は 24,000 円となるため、65歳か
らはこの金額を老齢基礎年金に上乗せして毎年
受給することができます。
　付加保険料を納付した方は、老齢基礎年金を
２年間受給すれば納付した付加保険料の元が取
れることになります。
　付加保険料の納付方法
　付加保険料は申込した月分から納付していた
だくことになります。
　申込後、後日年金機構より送付される付加保
険料込みの納付書（前納で納付済みの方は付加
保険料の納付書）でお近くの金融機関、コンビ
ニエンスストア等で納付することができます。
口座振替、クレジットカードによる納付も可能
です。
※国民年金第一号被保険者または 65 歳以下の
任意加入被保険者のみ活用することができま
す。また老齢基礎年金の受給資格がない方や
国民年金基金加入者は申し込みできません。

あねんきんダイヤル
　う０５７０-０５-１１６５
あ町民課　国保年金担当
　う内線１２１

　農地バンク制度は遊休農地や所有者が管理で
きなくなった農地を登録していただき、越生町
農業委員会の仲介により借りたい方へ紹介して
利用していただくものです。

あ越生町農業委員会
　う内線１４１

農地所有者

農地バンク制度（農業委員会）

農地利用希望者

確
認

募
集

登
録
申
請

情
報
提
供

照
会

登
録
申
請

う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！
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高齢者インフルエンザ予防接種
を実施します

子どものインフルエンザ予防接種
費用の一部を助成します

対　象　者　次の①または②に該当し、接種を
希望する方

　➀接種日当日で満 65歳以上の方
　➁接種日当日で満 60歳以上 65歳未満で、心

臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト
免疫の機能に障害を有する方

自己負担金　1,000 円
※生活保護世帯、町民税非課税世帯の方は無料
持参するもの　健康保険証
　※生活保護世帯の方は、生活保護受給者証、

町民税非課税世帯の方は接種費用助成対象
者証明書（保健センターに本人確認できる
ものを持参して、申請いただき発行される
もの）

【越生町・毛呂山町の医療機関で接種する場合】
実施期間　10月 1日（日）～令和 6年 1月 31

日（水）
実施医療機関
越 生 町…市川医院、越生メディカルクリニッ

ク、かあいファミリークリニック
毛呂山町…長瀬クリニック、ゆずの木台クリニッ

ク、初野医院、おっぺ小児科アレル
ギー科クリニック、ハピネス会川角
クリニック、街かどのクリニック、
丸木記念福祉メディカルセンター、
ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ館クリニック

※予診票を持参する必要はありません。
【越生町・毛呂山町の医療機関以外で接種する場合】
　埼玉県内で越生町、毛呂山町以外の「かかり
つけ医」または「疾患等の主治医」で接種を希
望する方は、事前に保健センターで予診票を受
領のうえ予防接種を受けてください。
実施期間　10 月 20 日（金）～令和６年１月

31日（水）
実施医療機関　町と埼玉県医師会が契約し、接
種協力医の登録をされている医療機関
　
あ保健センター
　う２９２-５５０５

　10月１日より、子どものインフルエンザ予防
接種費用の助成を行います。
助成対象者　越生町に住民登録がある生後６か月

から令和５年度末までに 18 歳にな
られる方

助成期間　10 月１日 ( 日 ) ～令和６年１月 31
日 ( 水 )

※助成期間中に医療機関で予防接種を受けてく
ださい。

※期間中以外の日に接種した場合は助成の対象
になりません。

※接種する医療機関の指定はありません。
助成金額　１回目の接種 3,000 円
　　　　　２回目の接種 2,000 円
接種にかかった費用が助成金額に満たない場
合は、医療機関に支払った金額になります。
※生活保護受給者の方は、接種にかかった費用
の全額を助成します。

申請方法　助成期間中に予防接種を受けた後、
①～④を持参して、保健センターで
申請してください。

➀医療機関が発行した接種費用領収書
➁医療機関が発行した接種済証明書または接種
を記載した母子健康手帳

➂助成金を振り込む金融機関の通帳　
➃認印
※生活保護受給者の方は、①～④と生活保護者
受給者証

申 請 期 間　予防接種を受けた日から１年以内
健康被害救済制度　この予防接種は任意の予防接種で
あるため、独立行政法人医薬品医療機器総合
機構法による「医薬品副作用被害救済制度」に
基づく救済の対象になります。
※令和４年度中（令和４年 10 月１日～令和５
年１月 31 日）にお子さんが接種を受け、ま
だ助成の申請がお済みでない方は、早めに申
請してください。（接種を受けた日から１年を
越えた場合、助成はできませんので、ご注意
ください。）

あ保健センター
　う２９２-５５０５
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越生町ファミリーサポート・緊急サポート
保育サポート会員を募集します

越生町ふるさと納税返礼品
提供事業者を募集します

　越生町ファミリーサポート・緊急サポート事
業とは、子育ての援助を受けたい方（利用会員）
と行いたい方（サポート会員）が会員となり、
緊急サポートセンター埼玉が仲介して、地域で
子育てのお手伝いをする会員同士の支えあい活
動です。
　サポート会員は有償ボランティアで、子ども
が好きな方なら資格がなくても下記の４日間の
サポート会員講習会を受けると活動できます。
夫婦の活動も歓迎です。受講して子育て世帯の
お手伝いを始めませんか。

  活動内容・報酬 　　

ファミリーサポート事業
内　容　事前に顔合わせをして担当のお子さん

を決めてから、預かりや送迎、育児の
手伝いなどする事業

報　酬　午前８時～午後８時：１時間 700 円、
　　　　上記時間外：１時間 900 円
緊急サポート事業
内　容　前日や当日の急な依頼や病児病後児保

育、宿泊の依頼に対応する事業
報　酬　午前８時～午後８時：１時間 900 円、　　　
　　　　上記時間外：１時間 1,100 円、
　　　　宿泊：１泊 10,000 円

  サポート会員講習会　　　　　

日　時　10 月 19 日 ( 木 )、20 日 ( 金 )、26 日
( 木 )、27 日 ( 金 )　午前９時 30 分～
午後４時 30 分

場　所　越生町役場２０１会議室
申込み　10 月 17 日 ( 火 ) までに緊急サポー

トセンター埼玉（う０４８- ２９７-
２９０３）に電話申込み

※日程の都合が合わない場合や保育・看護の資
格をお持ちの場合は、緊急サポートセンター
埼玉にご相談ください。

あ子育て支援課　子ども担当
　う内線１６１

　ふるさと納税制度による越生町への寄附の促
進と、ふるさと納税を通じて越生町の魅力発信
や地元特産品等の PR、販売促進を図るため、寄
附者に対して贈呈する商品やサービスの提供を
行う協力事業者及び返礼品を募集しています。
返礼品提供事業者のメリット
・全国の寄附者に自社の商品を PR することで、

新たな顧客の獲得を目指すことができます。
・町が提携するふるさと納税ポータルサイトに

商品の画像、商品名、事業者名が掲載される
ため、広告効果が期待できます。
募集要件

【提供事業者について】
次の要件をすべて満たしているものとします。
➀越生町内に事業所等がある法人・団体・また

は個人事業者
➁各種法令等を遵守した生産、製造、加工、販売、

またはサービスの提供を行っていること
➂町税等の滞納、未申告等がないこと
➃暴力団員による不当な行為の防止等に関する

法律に掲げる暴力団の構成員等でないこと
【返礼品について】
次に該当する商品・サービス等
・越生町内で生産、または町内で製造・加工そ

の他の工程のうち主要な部分を行うことによ
り相応の付加価値が生じているなど、総務大
臣による指定基準を満たすもの

・越生町内で提供されるサービス
・越生町の魅力発信、または地域産業の振興に

つながる要素を持つもの
・年間を通して安定的な供給が可能であり、速

やかな発注対応ができること（ただし、期間
限定品等はこの限りではない。）

・食料品については、寄附者様へ到着後、一定
期間の賞味期限が保証されること
募集期間　随時募集・受付しています。 
申込方法　企画財政課管財担当にご連絡くださ

い。（別途資料を
お送りします。）

あ企画財政課　管財担当
　う内線２２６ ▲ふるさと納税ポータルサイト

（さとふる）掲載中の返礼品
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地域支援・防災安全担当 内線２１７

8,0005,000

7,000

災害時避難行動要支援者登録制度について
　災害時避難行動要支援者登録制度とは、災害発生時に自力で避難することが困難な一人暮らしの高
齢者や障がい者の方に、避難行動要支援者名簿へ登録していただく制度です。名簿に登録をすることで、
地域で情報が共有され、災害時の情報伝達や避難誘導等が迅速・的確にできる体制づくりを目的とし
ています。

避難行動要支援者名簿に掲載となる方
　次のいずれかに該当する方のうち、災害発生時において避難情報の入手、避難の判断または避難行
動を自ら行うことが困難 (家族等の介助により避難に支障がない方を除く。)で、それらの支援を受け
るために必要な自己に関する個人情報を関係機関へ提供することに同意した在宅の方を対象とします。

※その他、災害時の支援を必要とし、名簿への掲載を希望する方

登録申請について
　登録申請書に必要事項を記入し、健康福祉課窓口または、担当区域の民生委員へ提出してください。
登録申請書は、健康福祉課で配布をしております。また、町のホームページからもダウンロードでき
ます。
※登録された方の情報は、消防組合や警察署などの関係機関の
ほか、民生委員や各区の自主防災組織等に提供しますが、支
援活動に関すること以外には利用しません。

　
登録にあたって
　災害時における避難行動要支援者の支援は、支援する側のボ
ランティア精神に基づくものであるため、被害の状況によりま
すが、地域の皆さんのご協力により、できる範囲内での支援と
なります。
　また、各世帯へ配布をしている「越生町防災マップ」を参考に、
備蓄品を確保するなど、日ごろから災害時への備えをしておき
ましょう。

あ健康福祉課　福祉担当　う内線１１２

高齢者 ・要介護３～５
・75歳以上のひとり暮らし高齢者、高齢者のみの世帯

障がい者 ・身体障害者手帳１級・２級　　　・療育手帳Ⓐ・Ａ
・精神障害者保健福祉手帳１級
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う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

個人住民税は給与からの特別徴収
が“義務”付けられています

「五大尊花木墓苑」
現地見学会を開催します

「第３回障がい者アート展inおごせ」
の作品を募集します

「介護のお仕事 説明・相談会」
のお知らせ

　特別徴収税額の納入、給与支払報告書・給与
所得者異動届出書の提出は、
簡単・便利な eLTAX をぜひ
ご利用ください。

　従業員の退職等があった場合は、必ず「給与
所得者異動届出書」の提出をお願いします。
　なお、従業員の退職等により特別徴収できな
くなった場合の未徴収税額は次のとおり、一括
徴収・納入をお願いします。
※６～ 12 月の間に退職…従業員等からの申出によ

り、未払の給与・退職手当等から一括徴収・納入
※１～４月の間に退職…従業員等からの申出に

かかわらず、未払の給与・退職手当等から一
括徴収・納入

あ税務課　課税担当　う内線１３５
あ埼玉県総務部個人県民税対策課　う 048-830-2647

　越生町営樹木葬墓苑「五大尊花木墓苑」は、
墓石を設けず、つつじ１本ごとの区画に遺骨を
埋蔵し、できる限り自然なままで土に還る「自
然葬」という新しい供養の形を実現した墓苑と
なっております。
　下記のとおり、現地見学会を行いますので、お
墓をご検討されている方は、是非ご参加ください。
日　時　10 月 15 日（日）、11 月 19 日（日）
　　　　12 月 17 日（日）
　　　　午前 10 時～午後３時
場　所　越生町営樹木葬墓苑「五大尊花木墓苑」
　　（埼玉県入間郡越生町大字黒岩 336 番地）
※直接現地にお越しください。（専用駐車場有）
※申込不要、参加費無料、荒天時中止。
※参加された先着 30 名様に越生の梅干しをプ

レゼントします。是非、ご参加ください。

あまちづくり整備課　環境管理担当
 う内線１５６・１５７

開催期間　12 月 8 日（金）～ 12 日（火）（予定）
会　　場　里の駅・おごせ【観光センター】
　　　　　越生町越生７４１－２
応募資格　埼玉県内在住、在学、在勤の障がい

のある方
応募作品　作品の種類は平面作品（絵画、書、

折り紙等）、立体作品（造形）など。
素材やテーマは自由。応募点数は１
作者につき１点。

募集期限　11 月 10 日（金）まで
応募方法　応募用紙を添付のうえ越生町役場健

康福祉課福祉担当まで直接搬入をお
願いいたします。応募用紙はあ窓口、
または町ホームページからダウン
ロードできます。

※搬入された作品が、他者の著作権にふれる場
合、公序良俗に反すると判断された場合は展
示できませんのでご了承ください。

あ健康福祉課　福祉担当　う内線１１２

内　容　埼玉県では、介護施設で働きたい方、
介護のお仕事に興味のある方を対象に、
施設選びから見学・研修・面接・就職
まで幅広くサポートしています。本事
業の説明・相談会にぜひご参加ください。

対　象　介護のお仕事に興味のある方。詳細は
予約時にご確認ください。

日　時　10 月 24 日（火）　午前 10 時～正午
会　場　越生町役場　2 階会議室　201 会議室
持ち物　筆記用具
相談会の内容　・就業支援内容の詳細ご説明
・介護のお仕事内容紹介　・個別のお仕事相談
申込み　前日までにお電話にて、または、埼玉
県の介護のお仕事応援ポータルサイト「羽ばた
け！ SAITAMA KAIGO」よりお申込みください。　
　https://habatake-kaigo.com/
令和 5 年度 埼玉県介護人材確保総合推進事業

あ受託・運営会社　株式会社シグマスタッフ大宮支店
　う 048-782-5173

事業主の皆様へ
埼玉県と県内すべての市町村からのお知らせです

▶ eLTAX の
　ご利用方法は
　こちらから
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今こそ終活について考えてみませんか？
～相続＆エンディングノート～

運動サポーター養成講習を開催します
がんワンストップ相談

介護予防講演会のお知らせ

　今回は、法律を身近にわかりやすくお伝えす
る講演を企画しました。
　あなたは相続について正確な情報をもってい
ますか？　　　　
　最期の時、知っているか知らないかで残され
たご家族の人生が変わるかもしれません。相続
は、年齢に関係なくすべての人に関わる問題で
す。関係ないと思いこまずに、知って得する情
報を無料でゲットしましょう。
日　程　10 月 20 日（金）
時　間　午後１時 30 分～３時
　　　　（開場：午後１時 15 分）
会　場　中央公民館　集会室
講　師　法テラス川越法律事務所 弁護士
　　　　吉田智子氏　
対　象　越生町にお住まいの方　
申込み　10 月 13 日（金）まで
あ越生町地域包括支援センター
　う２９２- ５５０５

日　程　10 月 23 日 ( 月 )・30 日 ( 月 )・
　　　　11 月６日（月）・13 日 ( 月 )・27 日 ( 月 )
時　間　全日とも午後１時 30 分～３時
会　場　中央公民館　集会室
内　容　運動のいろは・体力測定の意義・運動

指導の心得など
講　師　女子栄養大学　金子嘉徳先生
費　用　無料
申込み　10 月 20 日（金）までに地域包括支援

センターへご連絡ください
～運動サポーターとして活動している方の声～
・運動サポーターになって、体操をする機会が定

期的に作れるのと、何よりもみんなで集まって
顔をみてできることが良いことだと感じている。

・楽しく活動できているので、もっと仲間が増
えたら楽しいと思っている。

　など、活動を通して楽しみややりがいを感じ
ている方が多くいらっしゃいます。少しでも興
味のある方は、是非お気軽にお問い合わせ、お
申込みください。
あ越生町地域包括支援センター
　う２９２- ５５０５

　県では働くがん患者さんの治療と仕事の両立
を支援するため、複数の専門職による相談会を
開催します。
対　象　県内在住または在勤する就労中のがん

患者の方（休職中の方も含む）
日　時　月２回　午後６時 15 分～
　　　　午後８時 15 分（最終 午後７時 45 分）
※事前予約制

費　用　無料
申込み　県ホームページまたは電話・メールに
て県疾病対策課へ事前にお申し込みください。

あ埼玉県 保健医療部 疫病対策課 がん対策担当
　う０４８- ８３０- ３６５１
　お a3590-06@pref.saitama.lg.jp

　今回は、「聞こえ」について講演を行います。
最近、テレビの音が大きくなった、人との会話
が聞き取りにくい、補聴器を付けようか悩んで
いる、などと感じている方もいるかもしれませ
ん。「聞こえ」の状態は、生活にも大きく影響を
及ぼし、人との交流を持つ機会の減少などにつ
ながる恐れもあります。「聞こえ」のことを知り、
今後の生活の準備をしていきましょう。お気軽
にご参加ください。
日　程　10 月 24 日（火）
時　間　午後２時～３時 30 分
　　　　（開場：午後１時 30 分）
会　場　中央公民館　視聴覚ホール
講　師　大住雅紀 先生（霞ヶ関南病院 言語聴覚士）
対　象　越生町にお住まいの 65 歳以上の方また、

難聴の方を支援している支援者の方
内　容　聞こえのチェック・聞こえに関する講

話・補助具の使い方など
持ち物　飲み物、筆記用具、マイレージカード（お

持ちの方）
申込み　10 月 17 日（火）までに地域包括支援

センターまでご連絡ください
その他　マイレージ事業対象事業です。
あ越生町地域包括支援センター
　う２９２- ５５０５

10 月 11 日（水）、
24 日（火）

R ６年
１月

10 日（水）、
23 日（火）

11 月 ９日（木）、
21 日（火） ２月 ７日（水）、

20 日（火）

12 月 ５日（火）、
20 日（水） ３月 ６日（水）、

19 日（火）
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う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

お
知
ら
せ

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅
対

策
強
化
月
間
で
す
！

　
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取

税
の
脱
税
を
目
的
と
し
て
、
軽

油
に
灯
油
や
重
油
な
ど
を
混
ぜ

た
自
動
車
の
燃
料
の
こ
と
で

す
。

　
不
正
軽
油
の
製
造
・
運
搬
・

販
売
・
使
用
は
悪
質
な
脱
税
行

為
で
す
。
不
正
軽
油
に
関
す
る

情
報
を
お
持
ち
の
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

あ
埼
玉
県
総
務
部
税
務
課
課
税

担
当

　
う

0
4
8
-8
3
0
-2
6
5
8

標
準
営
業
約
款
制
度
　

Ｓ
マ
ー
ク

　
法
律
で
定
め
ら
れ
た
消
費
者

　（
利
用
者
）
擁
護
に
資
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款

に
従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登

録
し
た
、「
理
容
店
」、「
美
容

店
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」、「
め

ん
類
飲
食
店
」、「
一
般
飲
食
店
」

で
は
、
店
頭
に
S
マ
ー
ク
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・

衛
生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る

お
店
で
す
。

あ
埼
玉
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー

　
う
０
４
８
-８
６
３
-１
８
７
３

令
和
6
年
版
埼
玉
県
民

手
帳
の
販
売

　
埼
玉
県
統
計
協
会
で
は
、
毎

年
、
埼
玉
県
民
手
帳
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
こ
の
手
帳
に
は
埼

玉
県
関
係
機
関
と
県
内
の
市
役

所
・
町
村
役
場
の
所
在
地
・
電

話
番
号
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
統

計
数
値
や
生
活
便
利
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
令

和
６
年
版
を
販
売
し
ま
す
。

販
売
期
間
　
10
月
13
日
㈮
～
12

月
15
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）

販
売
場
所
　
企
画
財
政
課

規
格
　
縦
14
㎝
×
横
9
㎝

色
　
ネ
イ
ビ
ー
ま
た
は
コ
バ
ト

ン
ラ
ベ
ン
ダ
ー

価
格
　
６
０
０
円
（
税
込
）

※
在
庫
が
無
く
な
り
次
第
販
売

終
了
と
な
り
ま
す

あ
企
画
財
政
課
　
企
画
担
当

　
う
内
線
2
2
3

労
働
者
協
同
組
合
法
に
関
す

る
県
民
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
た
び
、
埼
玉
県
で
は
労

働
者
協
同
組
合
法
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
県
民
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
無

料
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
21
日
㈯

　
午
後
1
時
～
4
時

場
所
　
と
き
わ
会
館

内
容
　
・
協
同
労
働
と
い
う
働
き

方
と
労
働
者
協
同
組
合
法

　
・【
講
演
】
労
働
者
協
同
組

合
法
の
成
立
し
た
背
景

と
概
要
、
そ
の
可
能
性

　
・
労
働
者
協
同
組
合
法
人
設

立
の
方
法

　
・
全
国
で
の
「
共
同
労
働
」

の
実
践
報
告

　
・
意
見
交
換

　
・
研
修
終
了
後
、
会
場
で
個

別
相
談
会
あ
り

参
加
方
法
　
会
場
又
は
オ
ン
ラ

イ
ン

申
込
み
　
埼
玉
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
県
民
研
修
会
開
催
事
務
局

　
う

0
4
8
-8
4
4
-0
0
8
5

埼
玉
県
最
低
賃
金
の

改
正
の
お
知
ら
せ

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

埼
玉
県
最
低
賃
金
は
時
間
額

１,
０
２
８
円
（
引
上
げ
額
41

円
）
と
な
り
ま
す
。

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
賃
金

の
最
低
限
度
を
定
め
る
も
の

で
、
年
齢
や
雇
用 

形
態
に
関

係
な
く
、
パ
ー
ト
や
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
め
、
県
内
の
事
業

場
で
働
く
全
て
の 

労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
使
用
者
も
、労
働
者
も
、賃
金
額

が
１
時
間
当
た
り
１,
０
２
８

円
以
上
か
ど
う
か
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

あ
埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　う
０
４
８
-６
０
０
-６
２
０
５

厚生労働大臣
認可
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相
　談

成
年
後
見
な
ん
で
も
相
談

　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知

り
た
い
方
、
利
用
を
お
考
え
の

方
の
疑
問
に
、
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
社
会
福
祉
士
が
お
答
え

し
ま
す
。

日
時
　
10
月
21
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

①
電
話
相
談

う
0
4
8
-8
6
5
-7
5
1
1

（
当
日
の
み
有
効
）

②
対
面
相
談

　
※
予
約
制（
10
月
18
日
㈬
ま
で
）

会
場
　
埼
玉
弁
護
士
会
館
（
浦

和
駅
西
口
よ
り
徒
歩
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
分
）

あ
埼
玉
県
地
域
包
括
ケ
ア
課

　
う

0
4
8
-8
3
0
-3
2
5
1

（
当
日
は
上
記
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
）

 

募
　集

越
生
町
観
光
協
会
の

事
務
局
職
員
を
募
集

募
集
内
容
　
事
務
局
職
員
（
正

職
員
）　
１
名

業
務
内
容
　
・
観
光
振
興
に
関

す
る
宣
伝
業
務

・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
お
よ

び
そ
の
運
営
業
務

・
越
生
梅
林
梅
ま
つ
り
の
運
営

業
務

・
施
設
の
管
理
と
運
営
業
務

・
一
般
事
務
と
軽
作
業

勤
務
条
件
　
➀
勤
務
時
間
　
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

　
➁
休
日
　
週
休
２
日
制
（
土

日
曜
日
・
祝
日
の
勤
務
も

あ
り
ま
す
。）

給
料
・
手
当
　
越
生
町
の
職
員

に
準
じ
ま
す
。

応
募
資
格
　
18
歳
か
ら
45
歳
く

ら
い
ま
で

募
集
期
間
　
10
月
１
日
～
10
月

17
日

選
考
方
法
　
・
書
類
選
考
（
資

格
要
件
・
経
歴
・
志
望
動

機
な
ど
）

　
・
個
別
面
接
（
10
月
27
日
～

30
日
を
予
定
）

採
用
予
定
日
　
12
月
１
日
（
新

卒
の
方
は
令
和
６
年
４
月

１
日
）

応
募
先
・
問
合
せ

あ
一
般
社
団
法
人
越
生
町
観
光

協
会
事
務
局

　
う
２
９
２
-１
４
５
１

介
護
の
お
仕
事
に
興
味
の

あ
る
方

　
介
護
の
仕
事
は
、
人
を
支

え
、
社
会
を
支
え
る
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
埼
玉

県
で
は
、
介
護
の
仕
事
に
興

味
が
あ
る
方
の
県
内
介
護
施

設
等
へ
の
就
職
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

事
業
内
容
　

①	

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る

介
護
の
仕
事
に
関
す
る
情

報
提
供

②	

介
護
の
仕
事
が
未
経
験
の

方
の
た
め
の
介
護
に
関
す

る
入
門
的
研
修
等
の
実
施

③	

職
場
見
学
・
職
場
体
験
の

実
施

④	

個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
し

て
、
県
内
介
護
施
設
等
へ

の
就
職
を
支
援

対
象
　
介
護
施
設
等
で
の
介
護

職
の
勤
務
を
希
望
さ
れ
る
方

事
業
委
託
元
　
埼
玉
県
福
祉
部

高
齢
者
福
祉
課

　「
羽
ば
た
け
! SAITAM

A 

K
A
IG
O

」h
ttp

s://
habatake

-kaigo.com
/

あ
株
式
会
社
シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ

大
宮
支
店
（
受
託
事
業
者
）

　う
０
４
8
-7
8
2
-5
1
7
3

ひ
と
り
親
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

目
的
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
自

立
促
進
に
向
け
、
就
業
に

必
要
な
技
能
と
知
識
を
習

得
し
、
就
職
活
動
を
充
実

さ
せ
る
機
会
と
す
る

対
象
者
　
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
ま
た
は
寡
婦

日
時
　
11
月
9
日
㈭
、
10
日

㈮
　
午
前
10
時
～
午
後
3

時
場
所
　
坂
戸
市
文
化
施
設
オ

ル
モ
（
埼
玉
県
坂
戸
市
芦

山
町
1
-2
）

内
容
　
選
べ
る
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
講
座
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・
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
：
ワ
ー
ド

の
基
本
操
作
（
文
字
入
力
、

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
成
、

書
式
設
定
、
表
の
作
成
、

図
形
処
理
な
ど
）

・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
：
エ
ク
セ

ル
の
基
本
操
作
（
デ
ー
タ
入

力
・
編
集
、
表
の
作
成
、
表

計
算
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機

能
、
シ
ー
ト
の
操
作
な
ど
）

費
用

　
受
講
料
　
無
料

　
教
材
費
　
８
０
０
円

定
員
　
20
名

申
込
方
法
　
メ
ー
ル
か
往
復

は
が
き
に
よ
り

①	

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
第
三
回
）

②	

郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名

④
年
齢

⑤
電
話
番
号

　
を
明
記
の
上
、
10
月
25
日
㈬

（
必
着
）
ま
で
に
送
る
こ
と

宛
先
　
〒
3
3
0
-0
0
7
4
　

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和

5
-6
-5
　
埼
玉
県
浦
和
合
同

庁
舎
内
　
公
益
財
団
法
人
埼

玉
県
ひ
と
り
親
福
祉
連
合
会

おinfo@
saiboren.or.jp

あ
公
益
財
団
法
人
　
埼
玉
県

ひ
と
り
親
福
祉
連
合
会
　

　
担
当
　
藤
平

　う
0
4
8
-8
2
2
-1
9
5
1

『
青
空
会
』
会
員
募
集
中
！

設
立
　
平
成
16
年
１
月
29
日

会
員
数
　
令
和
５
年
４
月
1
日

現
在
96
名

目
的
　
・
会
員
の
豊
か
な
経
験

と
実
績
を
活
か
し
、
市
町
村
の

保
健
事
業
等
の
支
援
を
行
う

　
・
会
員
の
資
質
向
上
、
情
報

交
換
や
連
携
を
図
る

会
員
　
埼
玉
県
在
住
の
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
で
、

会
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
方

活
動
内
容
　
①
市
町
村
の
保
健

事
業
の
支
援
（
特
定
健
診

受
診
勧
奨
、
特
定
保
健
指

導
、
重
複
多
剤
、
頻
回
受

診
相
談
等
）

　
②
研
修
会

　
③
情
報
交
換
会
な
ど

入
会
方
法
　
国
保
連
合
会
の

　
　 「
さ
い
た
ま
こ
く
ほW

eb

　

（https

：//ｗ
ｗ
ｗ
.saiko

　
kuhoren.or.jp

）」
か
ら

※
令
和
５
年
度
は
、
会
費
の
徴

収
を
行
い
ま
せ
ん

あ
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
　
保
健
課
　
保
健
事
業
係

　う
0
4
8
-8
2
4
-2
5
3
9

イ
ベ
ン
ト

ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校

講
演
会
開
催

〇
７
年
間
会
話
の
な
い
部
屋
か

ら
出
よ
う
と
思
っ
た
背
景

日
時
　
11
月
12
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
　
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

講
師
　
瀧
本
　
裕
喜
氏
（
ひ
き

こ
も
り
経
験
者
）

対
象
　
ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校

当
事
者
、
家
族
、
支
援
者
、

関
心
の
あ
る
方

定
員
　
80
人
（
申
込
み
順
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
18
歳
か
ら

７
年
間
、
家
族
と
も
顔
を

合
わ
せ
ず
、
自
分
の
部
屋

に
引
き
こ
も
る
。
長
い
長

い
自
問
自
答
の
日
々
の
末
、

夢
の
中
で
の
理
想
の
自
分

と
の
対
話
に
よ
り
、
ひ
き

こ
も
り
生
活
に
終
止
符
を

う
つ
。
現
在
は
ラ
イ
タ
ー

兼
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。

あ
マ
ロ
ウ
ド
の
会

①
0
9
0
-5
5
7
5
-

　
7
0
5
4
（
斎
藤
）

②
0
9
0
-2
7
2
8
-

　
4
4
3
7
（
木
下
）

出
会
い
の
場

「
か
さ
さ
ぎ
の
橋
」

内
容
　
結
婚
し
た
い
男
女
の
出

会
い
の
場

日
時
　
12
月
3
日
㈰
　
午
後
1

時
30
分
～

会
場
　
ウ
ェ
ス
タ
川
越
3
階
　

川
越
市
男
女
共
同
参
画
推

進
施
設
（
研
修
室
）

対
象
　
令
和
５
年
10
月
1
日
現

在
40
歳
ま
で
の
独
身
の
方

　
※
市
外
の
方
も
申
込
で
き
ま
す

定
員
　
男
女
各
10
人
程
度
（
抽

選
）

経
費
　
1,
0
0
0
円（
実
費
分
）

申
込
み
　
10
月
31
日
㈫
　
ま
で

に
川
越
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
申
請
に
よ
る
申

込
み

　
http

s

：//w
w
w.city.

kaw
agoe.sa

itam
a.

jp
/ku

rashi/so
dan_

shohiseikatsu/oshirase/
kasasagi

-12

-3.htm
l
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広 

告

あ
川
越
市
広
聴
課

　う

0
4
9
-2
2
4
-5
0
2
2

埼
玉
で
恋
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、
独

身
男
女
に
出
会
い
の
機
会
を
提

供
す
る
、
埼
玉
県
の
公
的
な
結

婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
令
和
５
年
６
月
末
現
在
、
登

録
い
た
だ
い
て
い
る
会
員
が

1
6,
6
6
4
人
、
お
見
合
い

組
数
が
2
5,
9
4
2
組
、
交

際
組
数
が
1
0,
1
0
7
組
、

成
婚
退
会
組
数
が
３
７
５
組
と

な
り
、
着
実
に
成
果
を
積
み
上

げ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
埼

玉
で
出
会
い
を
求
め
て
い
る
方

は
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　https://w
w
w.koitam

a.jp

 

特
徴 

　
・
A
I
に
よ
る
自
動

マ
ッ
チ
ン
グ
（
希
望
条
件

や
価
値
観
診
断
の
デ
ー
タ
、

過
去
の
交
際
・
成
婚
事
例
か

ら
相
性
の
良
い
方
を
A
I

が
自
動
で
紹
介
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
お
会
い

し
た
い
相
手
を
検
索
し
、
お

見
合
い
の
申
し
込
み
が
可
能

・
本
人
確
認
書
類
、
独
身
証
明

書
、
所
得
証
明
に
よ
る
ト
リ

プ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す

る
、
安
心
・
安
全
な
サ
ー
ビ

ス
・
成
婚
料
な
し

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
員
登
録
、

お
見
合
い
が
可
能

対
象
　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま

る
方

・
結
婚
を
希
望
し
、
自
ら
婚
活

す
る
意
思
の
あ
る
20
歳
以
上

の
独
身
男
女

・
埼
玉
県
内
に
在
住
、
在
勤
、

ま
た
は
近
い
将
来
埼
玉
県
へ

移
住
を
お
考
え
の
方

・
電
話
回
線
の
あ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

費
用
　
１
６,
０
０
０
円
（
税

込
・
２
年
間
有
効
）

　
越
生
町
在
住
の
方
は
、
１
１,

０
０
０
円
（
税
込
・
２
年
間

有
効
）
の
割
引
料
金
適
用

あ
企
画
財
政
課
　
企
画
担
当
　

　
う
内
線
２
２
３

レ
イ
ン
ボ
ー
ま
つ
り

in

毛
呂
山

　
埼
玉
県
川
越
都
市
圏
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
レ
イ
ン
ボ
ー
協

議
会
）
で
は
、
都
市
圏
住
民
の

交
流
と
圏
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
毛
呂
山

店
を
会
場
に
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ま

つ
りin

毛
呂
山
～
来
て
見
て
、

み
ん
な
で
健
幸
に
!!
～
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
本
イ
ベ

ン
ト
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
健
幸
」

に
ち
な
み
、
健
康
を
考
慮
し
た

ご
当
地
グ
ル
メ
の
出
店
や
脳
年

齢
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
ブ
ー
ス

を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
毛
呂
山

町
内
の
学
校
及
び
団
体
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

　
ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘
い

の
上
、是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
21
日
㈯
　
午
前
10

時
～
午
後
１
時

場
所
　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
毛
呂
山

店
前
駐
車
場
（
毛
呂
山
町

大
字
川
角
58
）

主
催
　
埼
玉
県
川
越
都
市
圏
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
（
川
越

市
・
坂
戸
市
・
鶴
ヶ
島
市
・

川
島
町
・
毛
呂
山
町
・
越

生
町
）

内
容
　
健
康
を
考
慮
し
た
ご
当

地
グ
ル
メ
の
出
店
、
脳
年

齢
チ
ェ
ッ
ク
、
国
指
定
史

跡
鎌
倉
街
道
上
道
の
紹
介
、

毛
呂
山
町
内
の
学
校
及
び

団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト

そ
の
他
　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
毛
呂

山
店
の
駐
車
場
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す

あ
毛
呂
山
町
企
画
財
政
課

　う

0
4
9
-2
9
5
-2
1
1
2

第
二
十
回
入
間
郡
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

日
時
　
11
月
16
日
㈭
　
午
後
12

時
30
分
～
3
時
30
分

場
所
　
三
芳
町
文
化
会
館
「
コ

ピ
ス
み
よ
し
」

内
容
　

　
○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
　
三
芳
町
ふ
る
さ
と

大
使
T
A
O
N
氏

　
〇
講
演
　「
一
人
ひ
と
り
が

輝
こ
う
・
・
・
私
の
個
性
も

あ
な
た
の
個
性
も
」
講
師
：
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広 

告

う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

住
田
裕
子
氏
（
弁
護
士
）

　
〇
そ
の
他
　
集
会
所
作
品
展

示
、
物
品
販
売
な
ど

そ
の
他
　
入
場
無
料
、
手
話
通

訳
あ
り
、
保
育
あ
り
（
一

歳
か
ら
就
学
前
、
10
月
31

日
（
火
）
ま
で
に
問
合
せ

先
に
要
申
込
み
）

主
催
　
三
芳
町
、
三
芳
町
教
育

委
員
会
、
入
間
郡
市
同
和

対
策
協
議
会

あ
三
芳
町
　
総
務
課

　
う

0
4
9
-2
5
8
-0
0
1
9

　（
内
線
4
0
5
）

す
く
す
く

○
あ
そ
ぼ
う
会

日
時
　
10
月
19
日
㈭
　
10
時
30

分
～
11
時
30
分

内
容
　
お
外
で
遊
ぼ
う

○
出
前
保
育

日
時
　
10
月
12
日
㈭
　
10
時
～

正
午

場
所
　
や
ま
ぶ
き
公
民
館

あ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

　
う
２
９
２
‐
５
６
８
４

 

保
　健

保
健
セ
ン
タ
ー
相
談

○
健
康
相
談
（
保
健
師
）

日
時
　
10
月
16
日
㈪
、
23
日
㈪
　

午
前
９
時
～
正
午

内
容
　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健

康
相
談
、
血
圧
測
定
、
思
春

期
保
健
相
談

○
生
活
習
慣
病
相
談

日
時
　
10
月
2
日
㈪
　
11
月
6

日
㈪
　
午
前
９
時
～
正
午

内
容
　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

生
活
習
慣
病
に
関
す
る
健
康

相
談

○
栄
養
相
談

日
時
　
10
月
30
日
㈪
　
午
前
９

時
～
午
後
11
時

内
容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄

養
相
談
（
生
活
習
慣
病
予

防
の
栄
養
相
談
、
妊
娠
期

の
栄
養
相
談
等
）

あ
保
健
セ
ン
タ
ー

　
う
２
９
２
‐
５
５
０
５

健
康
づ
く
り
検
診

〇
大
腸
が
ん
健
診

日
時
　
10
月
10
日
㈫
、
11
日
㈬
　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

〇
乳
が
ん
健
診

日
時
　
10
月
26
日
㈭
、
11
月
９

日
㈭
　
午
後
０
時
30
分
～

３
時

〇
子
宮
頸
が
ん
健
診

日
時
　
10
月
26
日
㈭
、
11
月
９

日
㈭
　
午
後
０
時
30
分
～

３
時

あ
保
健
セ
ン
タ
ー

　
う
２
９
２
‐
５
５
０
５

子
育
て
相
談

○
育
児
相
談
（
保
健
師
）

期
日
　
①
10
月
19
日
㈭
　
午
後

1
時
30
分
～
３
時
　
②
11

月
2
日
㈭
　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

内
容
　
身
長
・
体
重
の
計
測
、

発
達
チ
ェ
ッ
ク
、
保
健
師
に

よ
る
相
談
等

あ
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
う
２
９
２
‐
５
５
０
５

乳
幼
児
健
康
診
査

○
前
期
乳
児
健
康
診
査
（
３
か

月
～
５
か
月
児
）

〇
後
期
乳
児
健
康
診
査
（
９
か

月
～
11
か
月
児
）

日
時
　
　
10
月
5
日
㈭
　
午
後

１
時
20
分
～
１
時
50
分

対
象
　
　
　
　
令
和
５
年
５

月
・
６
月
に
生
ま
れ
た
乳
児
、

　
　
　
　
令
和
4
年
11
月
・
12

月
に
生
ま
れ
た
乳
児

あ
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
う
２
９
２
‐
５
５
０
５

当
番
医
日
程
表

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

※
埼
玉
医
科
大
学
病
院
で
は
、

　
時
間
外
外
来
が
夜
間
、休
日
・

祝
日
を
問
わ
ず
救
急
患
者

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

あ
埼
玉
医
科
大
学
病
院

　
う
２
７
６
‐
１
１
９
９

前
期

後
期

期
　
日

当
　
番
　
医

10
月
9
日
㈪

ス
ポ
ー
ツ
の
日
石
川
眼
科

う
２
７
７-

２
０
７
７
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まちのわだい

宝

叙

宝くじの社会貢献広報事業

おめでとうございます

くじの助成金で黒山三滝の
滝開きの衣装を購入しました

勲の受章者を紹介します

　このたび、酒本忠雄さん（鹿下区在住）が瑞宝双光章、岩鼻澄
きよし

さん（鹿下区在住）が旭日単光章を受章されま
した。

越 ありがとうございました

辺川の河川清掃を行いました

　８月６日（日）、越生町コミュニティ協議会主
催の「越辺川河川清掃」が実施されました。
　当日は、多数の町民のみなさんを始め、町内の
高等学校の生徒や教職員のみなさんにもご参加い
ただき、４１０㎏の空き缶やペットボトルなどの
ゴミや伐採した草木が回収されました。

▲お集まりいただいた町民のみなさん

▲今回購入した滝開きの衣装

▲旭日単光章を受章された岩鼻澄さん▲瑞宝双光章を受章された酒本忠雄さん

１歳のお誕生日プレゼント
（8月生まれ）

◀
松ま
つ
も
と本
涼り
ょ
う
ま真
く
ん

　（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢
献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源に
コミュニティ助成事業を実施しています。
　この度、黒山区では、令和５年度宝くじ助成金で、
黒山三滝の滝開きに係る行列衣裳などを購入しまし
た。
　観光地としての滝開きの行列が継承されるととも
に、コミュニティ活動の推進に役立てられます。

　酒本さんは、坂戸市千代田中学校校長を務める
など、長年にわたり学校教育の振興発展に尽力され
ました。

　岩鼻さんは、平成７年８月に町議会議員に当選さ
れ、以来３期12年の永きにわたり町の発展に貢献
されました。その間町議会議長等を歴任するなど議
会の円滑な運営にも尽くされました。
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わだいわだい咲き撮り咲き撮り

納 水

町 マ

８月19日（土） ８月16日、ひまわり子ども室前にて

第35回、９月３日（日） 夏休みの楽しいイベント

涼ふれあいまつりを開催しました ヨーヨー作り教室を開催しました

民親善実年ソフトボール大会 スのつかみ取り大会を開催しました

　８月16日（水）、ひまわり子ども室前にてひまわり
子ども室「水ヨーヨー作り教室」が開催され、水ヨー
ヨー作りと水ヨーヨー釣りをして楽しみました。21
名の子どもが参加し、とても賑わっていました。

優　勝　越生東一・上野二 チーム
準優勝　シニア・ミドル チーム
第３位　大満・黒山 チーム

　８月１９日（土）、梅園コミュニティ館で４年
ぶりに「梅園コミュニティ館第10回納涼ふれあい
まつり」が開催されました。
　ふれあいコンサートや模擬店、チャレンジゲー
ムやフリーマーケット＆クラフトマーケットが催
され大いに賑わいました。

▲納涼ふれあいまつりを楽しむ子どもたち

▲マスを捕まえる子どもたち

▲水ヨーヨー作りをたのしむ子どもたち

▲優勝した越生東一・上野二 チームのみなさん

　8月19日（土）、大満農村広場の越辺川で越生
町コミュニティ協議会主催のマスのつかみ取り大
会が行われました。当日は天候にも恵まれ、会場
に集まった多くの小学生が元気に泳ぎ回っている
マスをみんな頑張って捕まえました。
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Pick up

おごせ教育　９月１日（金）は「防災の日」で、本
校でも地震と火災を想定した避難訓
練を行いました。また、埼玉県議会が
参加を働きかけていたシェイクアウ
ト訓練に登録し、県内一斉防災訓練
に参加しました。児童は、地震発生の
放送を聞くと、すばやく机の下にもぐ
り、頭を守る行動をしていました。

　８月2９日（火）シェイクアウト
訓練を兼ね、大規模な地震を想定
した避難訓練を行いました。災害
は、いつやってくるかわかりませ
ん。今回の訓練を通じて、災害時
にとるべき基本的な行動の仕方
を改めて学びました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等に
参加する子どもたちを写真で紹介す
るコーナーです。

越 生 中 学 校

　９月５日（火）に避難訓練を行いま

した。避難訓練では、避難する方法を

確認することができました。また、西

入間広域消防組合越生分署と越生女

性消防団の方の指導を受けながら、

煙体験と消火体験を行いました。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育309

越生保育園

「あそびの中から

　　　　学んでいます」

子
ど
も
主
体
の
行
事
の
中
で

た
く
さ
ん
の
体
験
を

し
て
い
ま
す
。

　
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
は
落
ち
着

い
た
環
境
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
と

一
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
個
々
に

合
っ
た
保
育
。
３
歳
児
以
上
の
ク

ラ
ス
で
は
、
生
活
や
あ
そ
び
の
中

か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験

し
、
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る

よ
う
な
環
境
作
り
に
取
り
組
み
、

芝
生
の
園
庭
、
円
形
の
園
舎
で
子

ど
も
達
が
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　
越
生
保
育
園
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
身
近
な
地
域
社
会
の
文
化
や

伝
統
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
、
越

生
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
７
月
に
保

育
園
ま
つ
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
園
に
あ
る

大
き
な
太
鼓
を
出
す
と
目
を
輝
か

せ
て
太
鼓
を
観
察
。
叩
い
て
み
る

と
大
き
な
音
に
驚
き
な
が
ら
も
太

鼓
の
感
触
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
保
育
園
ま
つ
り
当
日
、
子
ど
も

た
ち
は
自
分
で
作
っ
た
お
面
を
か

ぶ
り
、
保
育
士
の
お
囃
子
に
合

わ
せ
て
身
体
を
自
由
に
動
か
し
た

り
、
手
拍
子
を
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
年
長
児
は
「
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
。
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
！
」
と
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
友
だ

ち
に
声
を
か
け
、
お
店
屋
さ
ん
が

開
店
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
ま

し
た
。

　
お
店
屋
さ
ん
の
た
め
に
年
長
児

は「
ど
ん
な
商
品
を
売
り
た
い
か
」

「
ど
ん
な
お
店
屋
さ
ん
を
や
り
た

い
か
」
と
考
え
た
り
、「
お
ま
つ

り
で
は
、
ど
ん
な
お
店
が
あ
っ
た

の
か
」
等
体
験
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
発
表
し
た
り
し
な
が
ら
準

備
し
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
た

り
、
工
夫
し
た
り
、
友
だ
ち
と
の

や
り
取
り
や
異
年
齢
児
と
の
交
流

等
、
行
事
を
通
し
て
経
験
し
、
よ

り
豊
か
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

越 生 小 学 校
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▲大獅子、雌獅子、中獅子
３匹が濃紺、赤と黄、青色に統一され
た衣装を身につける。たてがみは白を
含んだ２色を垂らす（大獅子以外）。顎
下の水引幕は鋸

きょし
歯模様と牡丹の柄。

◀花子は造花を立てた花笠を被り、女
子が務める。

▲中獅子、雌獅子、大獅子
雌雄で衣装が異なる。たてがみは色
の濃淡がみられ、毛量が多い。水引
幕は青地に菊花紋。
▶菊花紋付きの花台に、菊の造花と
紙の飾り花を立てる。花子は女子が
務める。

▲大獅子、中獅子、雌獅子
白、青、赤の上衣に袴は同じものを履く。た
てがみは刷毛塗りされている（大獅子以
外）。水引幕は波模様に諏・訪・社の文字。
◀三つ巴紋の花台に、御幣・榊・紙の
飾り花を立てる。花子を男子が務める。

　八は
ち
ま
ん幡
神
社
の
獅
子
舞

〔
日
程
〕
10
月
14
日
、
15
日

〔
場
所
〕
津つ

く

ね
久
根
の
八
幡
神
社

〔
由
来
〕
江
戸
時
代
の
享
保
年

間
（
１
７
１
６
〜
３
６
）
に
、

津
久
根
村
で
行
わ
れ
て
い
た
操

り
人
形
芝
居
と
、
成
瀬
村
の
諏

訪
神
社
の
祭
礼
で
舞
っ
て
い
た

獅
子
舞
を
交
換
し
て
始
め
ら
れ

た
と
伝
わ
る
。

〔
演
目
〕
①
注し

め連
（
七
五
三
）

掛が
か

り
②
四し
ま
く幕
抱だ

き
③
花
掛
り

〔
演
者
〕
津
久
根
獅
子
舞
保
存

会
　住す

み
よ
し吉
神
社
の
獅
子
舞

〔
日
時
〕
10
月
15
日

〔
場
所
〕
麦む
ぎ
は
ら原
の
住
吉
神
社

〔
由
来
〕
薄
す
す
き

村
（
秩
父
郡
小
鹿

野
町
両
神
薄
）
の
諏す

わ訪
神
社

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞

「
竹
た
け
の
た
い
ら
平
の
獅
子
舞
」
（
町
指

定
）
を
、
熊
次
郎
と
長
助
と
い

う
二
人
の
師
匠
が
住
吉
神
社
に

伝
授
し
た
と
伝
わ
る
。

〔
演
目
〕
①
四し
ほ
う
が
か

方
掛
り
②
花
掛

り
③
飛と
び
ぬ抜
け
④
雌め
じ
し
が
く

獅
子
隠
し
⑤

一ひ
と

つ
花は
な

〔
演
者
〕
麦
原
獅
子
舞
保
存
会

　東ひ
が
し
や
ま山
神
社
の
獅
子
舞

〔
日
時
〕
11
月
25
日
、
26
日

〔
場
所
〕
上う
え
の
い
っ
く

野
一
区
の
東
山
神
社

〔
由
来
〕
室
町
時
代
に
、
多
門
寺

住
職
教
伝
が
秩
父
地
方
か
ら
習
得

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
当
神
社
は

多
門
寺
の
旧
境
内
社
で
、
明
治
期

に
当
地
に
移
さ
れ
改
称
さ
れ
た
。

〔
演
目
〕
①
宮
参
り
②
す
っ
こ
み
　

③
花
掛
り
（
雌
獅
子
隠
し
）
④
棹さ
お

（
竿
）
掛
り
⑤

願
獅
子

〔
演
者
〕
上
野

獅
子
舞
保
存
会

▲中獅子、雌獅子、大獅子
雌雄で袴の色が異なる。長いたてが
みが特徴で、大獅子以外は２色を垂
らす。水引幕は鋸歯模様と梅鉢紋。
▶花子は女子が務める。梅鉢紋付き
の花台に、紙の飾り花を立てる。

　梅う
め
そ
の園

神
社

の
獅
子
舞

〔
日
時
〕
10
月
21
日
、
22
日

〔
場
所
〕
小こ
す
ぎ杉
の
梅
園
神
社

〔
由
来
〕
飯
能
市
の
三み

わ輪
神
社
に

奉
納
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞
「
高た
か
や
ま山

の
獅
子
舞
」
（
市
指
定
）
か
ら
の

伝
授
と
伝
わ
る
。

〔
演
目
〕
①
庭
摺
り
②
一
つ
回
り

③
三
つ
回
り
④
雌
獅
子
隠
し
⑤
白し

ら

刃は〔
演
者
〕
梅
園
獅
子
舞
保
存
会

昨年度、文化庁補助金（地域文化財総合活用推進事業）の交付を受けて、衣装や用具類を修理・新調しました。
※獅子舞奉納の詳細については、越生町HP「越生の獅子舞」をご覧ください。

保存会員衣装、笛の新調花子、蠅追い、獅子用衣装の新調

獅子頭、太鼓、水引幕の修理 軍配、面、法螺貝の新調

越生浪漫
No.176
来て見て

越生の獅子舞

▲花子 ▲花子
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まなびあい
越生町教育委員会（中央公民館）

049-292-3223（直）TEL

049-292-5110FAX
kyouiku3@town.ogose.saitama.jpMAIL

第 613 号

第13回町民親善グラウンドゴルフ大会

ひまわり子ども室
トーンチャイム演奏体験

期　日　11 月４日 ( 土 )
予備日　11 月 11 日 ( 土 )
受　付　午前８時 30 分
開会式　午前９時
場　所　上谷農村公園
参加資格　町内在住・在勤の方
参加費　１人　500 円
募集人数　96 人（申込順）
申込み　10 月２日 ( 月 ) から 10 月 16 日 ( 月 ) ま

でに中央公民館にて受付（午前９時～午
後５時）※土日祝日は受付不可

あグラウンドゴルフ連盟　戸口昭一
　う 090-4380-8575
あ生涯学習課�生涯学習担当��う内線５０８

第13回越生町行政区対抗ゴルフ大会

第12回越生町ペアマッチ卓球大会

～木の実の飾り作り教室～

越生町ソフトテニス大会

第30回越生町民バスケットボール大会

期　　日　11月17日(金)
場　　所　日本カントリークラブ
競技方法　団体戦：町内の行政区を単位として、１

チーム４名（３名でも可）で構成する。（町
外の方を１名まで可能とする）

　　　　　※個人参加もできます。
参 加 費　１人16,000円（個人精算）
　　　　　※ハーフコンペ
　　　　　キャディー、参加賞、飛賞、昼食付き
申　　込　10月23日(月)から10月27日(金)までに中

央公民館にて受付（午前９時から午後５
時）※土日祝日は受付不可

あ越生町ゴルフ連盟　手島　　う090-4918-8829
あ生涯学習課　生涯学習担当　う内線５０８

日　　時　11月19日(日)　午前８時30分
場　　所　中央公民館 体育館
種　　目　男子ペア・女子ペア
試合形式　ダブルスと２シングルス
メンバー　１組２名
参 加 費　１組1,500円（当日集金）
申 込 み　10月16日(月)から11月２日(木)までに中

央公民館まで
あ体協卓球部代表　川村　　　う090-1539-4430
あ生涯学習課　生涯学習担当��う内線５０８

日　時　11月21日（火）
　　　　午前10時～12時
場　所　梅園コミュニティ館　多目的室
内　容　木の実や造花を使ってかわいい松ぼっくり

の飾りを作ります。
参加費　500円（当日集金）
対　象　町内在住の方　８名（申込順）
持ち物　特になし
申込み　11月７日（火）までに梅園コミュニティ館ま

で（電話可）※土曜日・日曜日は除く
あ梅園コミュニティ館　う２９８-８５２５

日　時　11月５日（日）午前８時30分～　　　　　　　　　　
　　　　予備日11月19日(日)
場　所　運動公園テニスコート
種　目� ・一般男子ダブルス・一般女子ダブルス
       　   壮年男子ダブルス(45歳以上)
参加資格　町内在住・在勤・中学生以上の方　
　　　　主催者が認めた近隣市町の方
参加費　１チーム　600円（当日集金）
　　　　※学生は無料
申込み　10月20日(金)までに中央公民館へ
あ体協ソフトテニス部　平沼　う080-4148-2802
あ生涯学習課　生涯学習担当　う内線５０９

日　時　10 月 29 日（日）
　　　　午後１時～
場　所　中央公民館　２階　集会室
対　象　中学生以下の子ども
※未就学児は保護者同伴でお願いいたします。
持ち物　イベントカード、飲み物
申込み　当日直接会場へお越しください。
あ生涯学習課　生涯学習担当　う内線５０９

日　時　10月22日(日) 午前８時～
場　所　越生中学校 体育館
対　象　町内在住・在勤・在学及び主催者が認めた方
メンバー　１チーム　15人まで
参加費　１チーム　2,000円（当日集金）
申込み　10月15日（日）まで中央公民館へ
　　　　申込みに必要なメンバー表、開催要項は中

央公民館にあります。
あ体協バスケットボール部　俵木
　う090-3047-6337
あ生涯学習課　生涯学習担当　う内線５０８
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図書館
コーナー

あ越生町立図書館　う 292-6116
か http://www.town.ogose.saitama.jp

今月のおすすめ

梅
の
里

文

　
芸

短 

歌

俳 

句
川 

柳

図書館の開館時間
火曜日～日曜日:午前9時30分～午後5時30分

10月２日(月)、９日(月)、10日(火･振替)、
16日(月)、23日(月) 、30日(月)、
11月３日(金･祝) 、６日(月)

埼玉の妖怪
大明 敦 著

埼玉の戦争遺跡
関口 和也 著

相撲が大好きな河童、
夜な夜な現れる幽霊、
団 扇 で 火 を 消 す 天 狗
…。人々の暮らしや文
化、信仰から生まれた
妖怪たち。埼玉県内各
地の市町村史や民話集

を素材として、怖ろしくも心惹かれ
る謎の世界をめぐる。越辺川の『河
童』や龍ヶ谷の『川天狗』、龍穏寺の
『竜』などの民話が紹介されている。

所沢飛行場、普門院の海
軍兵器、東京第一陸軍造
兵廠川越製造所、高谷地
下壕群、Ｂ29搭乗員慰
霊碑、世界無名戦士之墓
…。戦争があったことを
示す、埼玉の遺跡たちを

写真とともに紹介する。大観山の頂上に
白亜の霊廟とともに建つ『徳を讃う碑』
や『慰霊塔』、『馬魂碑』などの写真が掲
載されている。

【10月1日～11月10日の休館日】

日　時　10月２8日(土)
　　　　午後１時３０分～３時
※上の催し物は、図書館２階会議室、　　
　申込不要、参加自由。

◆10 月・11月のおはなし会◆

◆10月の「本に親しむ会」◆

古文書入門講座にご参加を !
日　時　10月28日（毎月第４土曜日）午前10時～正午
場　所　図書館２階第１閲覧室
講　師　間々田和夫氏（近世史研究者・『越生の歴史』執筆者）

いま活かすべきこの人間知の宝庫「論語」を楽しもう！

第３回 図書館子どもまつりを開催します！

※上の講座は随時、図書館窓口または電話で受付します

あ図書館　う２９２-６１１６

日　時　10月７日(土)、11月４日(土)
　　　　午後１時30分～２時30分

　論語は、難解なイメージがありますが、日本では古くから人々
が“心のよりどころ”にしてきました。現代に生かす古代中国の思
想、論語の楽しみ方を学んでみませんか。
日　時　10月21日（毎月第３土曜日）午前10時～正午
場　所　図書館２階第１閲覧室
講　師　近藤悦

よ し ひ ろ

啓氏（文化史研究者）        

　図書館子どもまつりを開催いたします。お友達やご家族と一緒
にぜひお出かけください。
日　時　10月28日（土）午前９時30分～午後３時30分
場　所　越生町立図書館
内　容　絵本読み聞かせ【聞かせ屋。けいたろう】ライブ！(午前
10時～10時30分・午前11時～11時30分)、映画 ざんねんないき
もの事典(午後２時～午後３時30分)
※子ども向けのリサイクル図書もご用意しています。

右う

に
左さ

に
と
異
な
り
咲
け
る
つ
つ
じ
見
て

　植
ゑ
し
古
人
の
労
を
偲
べ
り

吉
野
幸
江

来
ぬ
人
を
今
宵
も
待
ち
ぬ
月
見
草

山
路
ゆ
か
し

比
べ
る
な
十
人
十
色
の
人
の
生

比
留
間
英
雄

蟻
の
道
踏
む
子
を
諭
す
友
が
ゐ
る

お
ま
た
な
を
し

八
十
路
超
え
食
欲
旺
盛
若
返
り

犬
貝
良
子

鎮
魂
の
祈
り
を
永
久
に
大
花
火

浅
野
美
枝
子

炎
天
下
畑
仕
事
し
て
熱
中
症

房
野
江
身

初
蟬
や
季
節
知
ら
せ
る
森
の
道

坂
下
ゆ
う
子

食
欲
が
我
慢
で
き
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト

八
木
原
光
男

蟷
螂
を
捕
え
し
男
の
子
駆
け
寄
る
子

長
島
玲
子

城
峰
の
十
月
桜
楚
楚
と
咲
き

関
根
智
好
子

蜻
蛉
に
竿
を
ゆ
ず
り
し
朝
の
風

橋
本
昭
子

杖
を
突
き
歩
数
か
ぞ
へ
て
散
歩
せ
る

　と
き
に
躓
き
始
め
に
か
へ
り

岡

基

こ
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
見
か
け
ぬ
蕎
麦
畑

　白
い
小
花
に
蝶
が
飛
び
交
う

小
髙
克
一

庭
垣
に
沿
ひ
て
生
え
ゐ
る
蓮
華
草

　友
と
摘
み
た
る
幼
日
想
ふ

岡
部
と
み

雨
に
ぬ
れ
色
美
し
き
紫
陽
花
に

　心
と
き
め
き
気
分
爽
や
か

岸
田
保
子

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
落
と
し
た
箸
拾
う

　一
瞬
寂
し
さ
過よ

ぎ
る
の
は
何
故

岸
田
武
久

今
日
も
ま
た
常
と
変
は
ら
ず
畑
に
居
る

　終つ
ひ

の
仕
事
と
一
人
諾
ひ

山
口
静
江

韋
駄
天
に
狭
庭
横
切
る
黒
揚
羽

吉
野
杉
彦

ご家庭で不要になった図書をお持ち
ください。皆さまのご協力をお願い
いたします。

★不要になった図書を
　　　　ご寄贈ください★
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く
ら
し
の
1
1
0
番

町
民
相
談

ち
ょ
う

み
ん

そ
う

だ
ん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
依
頼
し
た

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増

　
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
故
障
等
が
発
生

し
た
際
、
消
費
者
自
身
で
対
処
す
る

こ
と
は
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
や
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
者

等
に
依
頼
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
し
た
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
者
に
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
事
前
に
説
明
の
な
か
っ

た
高
額
な
費
用
を
請
求
さ
れ
た
」、「
費

用
を
損
害
保
険
会
社
に
請
求
で
き
る
と

言
わ
れ
て
契
約
し
た
が
、
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
」、「
作
業
を
断
っ
た
ら
事
前
説

明
の
な
い
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
請
求
さ
れ

た
」
等
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

注
意
が
必
要
で
す
。

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
故
障
等
が
生
じ
た
場
合
は
、
ま
ず
は

契
約
し
て
い
る
損
害
保
険
会
社
や
保

険
代
理
店
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

②
サ
イ
ト
等
の
表
示
や
電
話
で
説
明
さ

れ
た
料
金
等
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

③
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
に
は
越
生

町
消
費
生
活
相
談
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

10月はピンクリボン月間です保健センター
からこんにちは！

1．ピンクリボン月間とは
　乳がんに関する正しい知識の普及、乳がん検診の
受診を通じた早期発見・早期治療の啓発を行う月間
です。

2．乳がんについて
　乳がんにかかる人は30代から増え始め、40代半
ばから60代半ばを中心に最も多くなり、日本人女性
が生涯で乳がんにかかる確率は約９人に１人とされて
います。

3．早期発見なら完治が可能
　乳がんは早期発見・早期治療で完治の確率が高ま
ります。乳がんの10年相対生存率は末期のⅣ期の
18.5％に比べ、早期のⅠ期では98.3％となっています。

４．ブレスト・アウェアネスな生活を
　ブレスト・アウェアネスとは、乳房を意識する生活
習慣のことです。日頃から自分の乳房を見て、触って、
感じることを習慣にしましょう。
①乳房の状態を知る
　着替えるときや入浴時などちょっとした機会に、腕
を上げ下げしたり、３本から４本の指をそろえ円を描
くように触ってみましょう。
②乳房の変化に気を付ける
　しこり、皮膚のくぼみや引きつれ、乳頭からの分泌
物などいつもと違う変化がないか気を付けましょう。
③変化に気が付いたらすぐに病院へ
　自己判断せず、すぐに医療機関を受診しましょう。
④４０歳になったらがん検診を
　４０歳以降は２年に１回、マンモグラフィを使用し
た乳がん検診を受けましょう。自覚症状のない早期の
がんの発見につながります。あ保健センター　う 292-5505

▼
弁
護
士
相
談

日 

時
　
10
月
20
日
㈮
　
午
前
10
時

～
正
午

場
所
　
2
0
3
会
議
室

※
要
予
約
（
先
着
順
）

あ
総
務
課
　
地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当

　う
内
線
２
１
７

▼
司
法
書
士
相
談

日 

時
　
11
月
６
日
㈪
　
午
前
10
時

～
正
午

場
所
　
２
０
３
会
議
室

※
10
月
末
ま
で
に
予
約（
先
着
順
）

あ
総
務
課
　
地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当
　
　
　
　
　

　う
内
線
２
１
７

▼
行
政
相
談

日
時
　
10
月
20
日
㈮
　
午
前
10
時
　

　
～
正
午

場
所
　
2
０
３
会
議
室

※
要
予
約
（
先
着
順
）

あ
総
務
課
　
地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当

　う
内
線
２
１
７

▼
人
権
相
談

日
時
　
10
月
11
日
㈬
　
午
前
10
時

　
～
正
午

場
所
　
２
０
３
会
議
室

※
要
予
約
（
先
着
順
）

あ
総
務
課
　
地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当

　う
内
線
２
１
７

▼
消
費
生
活
相
談

日 

時
　
毎
週
水
・
金
曜
日
　
午
前

10
時
～
正
午
（
新
規
の
相
談
は

11
時
30
分
ま
で
）

場
所
　
産
業
観
光
課
窓
口

※
電
話
相
談
あ
り

あ
産
業
観
光
課
　
観
光
商
工
担
当

　う
内
線
１
４
７

▼
年
金
相
談

日 

時
　
平
日
お
よ
び
土
曜
日
の
開

庁
時
間(

予
約
不
要)

場
所
　
町
民
課
窓
口

あ
町
民
課
　
国
保
年
金
担
当

　う
内
線
１
２
３

▼
こ
ど
も
・
子
育
て
相
談

日 

時
　
平
日
の
開
庁
時
間(

予
約

不
要)

場
所
　
子
育
て
支
援
課
窓
口

あ
子
育
て
支
援
課
　
子
ど
も
担
当 

　

　う
内
線
１
６
1

▼
教
育
相
談

日 

時
　
平
日
の
開
庁
時
間
内(

予

約
不
要)

場
所
　
中
央
公
民
館
相
談
室

あ
学
務
課
　
学
務
担
当

　う
内
線
５
０
３

▼
く
ら
し
の
相
談

日 

時
　
平
日
の
開
庁
時
間
内(

予

約
不
要)

場
所
　
総
務
課
窓
口

あ
総
務
課
　
庶
務
担
当

　う
内
線
２
１
２

▼
健
康
相
談

日 

時
　
平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予

約
不
要
）

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

あ
保
健
セ
ン
タ
ー

　う
２
９
２
‐
５
５
０
５

▼
介
護
の
相
談

日 

時
　
平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予

約
不
要
）

場
所
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　う
２
９
２
‐
５
５
０
５
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10月の月例ハイキング
太田道灌ゆかりの地めぐりコース（約18.3km）
― 越生町の偉人「太田道灌」の足跡をたどる健脚コース―

10月の納税（10月31日まで）

※越生町健康マイレージ事業の対象（月に１度の押印・10Ｐ）になります。
※受付時に月例ハイキングの参加カードとマイレージのカードをお持ちください。

ご都合に合わせ、お好きな日にお歩きください。

あ産業観光課　観光商工担当　う内線１４7

午前８時30分～９時  越生駅西口総合案内所
午前９時～午後５時　越生町観光案内所オーティック
越生駅→世界無名戦士之墓→大高取山→うめその梅
の駅→龍穏寺→健康寺→山吹の里歴史公園→越生駅

受　付

コース

あ税務課　収税担当　う内線１３２

町 　 県 　 民 　 税 　 第 3 期
国 民 健 康 保 険 税 　 第 4 期

※バーコード印字のある納付書は、納期限内に限りコンビニやスマホ
決済アプリでの納付に使用できます。スマホ決済アプリでは、「い
つでも」「どこでも」スマホを使って納税できます。詳しくは納付
書をご覧ください。

10月の　　　　カレンダー町のイベント＆
ごみ・資源収集

下段はゴミと資源の収集日
 （Ａ地区＝八高線西側、Ｂ地区＝八高線東側）
可燃：可燃ごみ、不燃･有害：不燃ごみ･有害ごみ、びん缶：びん類･かん類、
紙･布：紙類・布類、ペット：ペットボトル、プラ：その他容器包装プラスチック　
可燃ごみ／埼玉西部クリーンセンター  う２９８-１６００
不燃ごみ・資源ごみ（紙・布類を除く）／川角リサイクルプラザ  う２９４-４１１５
粗大ごみ／戸別有料収集受付専用ダイヤル  う２７２-３３４４

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
9/30

〇土曜開庁（午前）

10/1 2 3 4 5 6 7
〇保生活習慣病健康相談
〇図 休み
●リフレッシュ体操

〇相 消費生活相談
●リフレッシュ体操

〇保 乳児健康診査
〇相 司法書士
●リフレッシュ体操

〇相 消費生活相談 〇土曜開庁（午前）
〇図 おはなし会

A 可燃
B 他プラ

A 不燃・有害
B 可燃

A 紙・布
B 

A 可燃
B 不燃・有害

A 他プラ
B 可燃

8 9 10 11 12 13 14
●メンタルヘルス講演会 〇図 休み 〇保大腸がん検診

〇図 休み
〇相 消費生活相談
〇相 人権相談
〇保大腸がん検診

〇す 出前保育
●リフレッシュ体操
●健康長寿講座

〇相 消費生活相談
●オレンジカフェ

〇土曜開庁（午前）

A 可燃
B びん缶・プラ

A ペット
B 可燃

A 
B 紙・布

A 可燃
B ペット

A びん缶・プラ
B 可燃

15 16 17 18 19 20 21
〇保健康相談
〇図 休み

〇相 消費生活相談
●リフレッシュ体操

〇保 育児相談
〇す あそぼう会
●リフレッシュ体操

〇相 消費生活相談
〇相 弁護士・行政相談
●権利擁護講演会

〇土曜開庁（午前）
〇図 論語を楽しむ会

A 可燃
B 他プラ

A 不燃・有害
B 可燃

A 紙・布
B 

A 可燃
B 不燃・有害

A 他プラ
B 可燃

22 23 24 25 26 27 28
〇保健康相談
〇図 休み

●介護予防講演会 〇相 消費生活相談 〇保乳がん検診
〇保子宮頸がん検診
●リフレッシュ体操

〇相 消費生活相談 〇土曜開庁（午前）
〇図 古文書入門講座
〇図 本に親しむ会

A 可燃
B びん缶・プラ

A ペット
B 可燃

A 
B 紙・布

A 可燃
B ペット

A びん缶・プラ
B 可燃

29 30 31 11/1 2 3 4
〇保栄養相談
〇図 休み

〇相 消費生活相談
●リフレッシュ体操

〇保育児相談
●リフレッシュ体操

〇土曜開庁（午前）
〇図 おはなし会

A 可燃
B 他プラ

A 
B 可燃

A 紙・布
B

A 可燃
B 不燃・有害

A 他プラ
B 可燃

 〇ま＝まなびあい（26ページ）、〇保＝保健（21ページ）、〇相 ＝相談（28ページ）、〇す＝すくすく（21ページ）、〇図 ＝図書館（27ページ）
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№
756

■
令
和
５
年
10月

１
日

■
発
　
行
　
越
生
町
役
場

■
発
行
人
　
越
生
町
長
　
新
井
康
之

■
編
　
集
　
越
生
町
役
場
総
務
課

〒
350－0494　埼

玉
県
入
間
郡
越
生
町
大
字
越
生
900－2

TEL
049－292－3121　

FA
X
049－292－5400

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w.tow

n.ogose.saitam
a.jp/

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
TEL

0800－800－8099

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

T
E
L
0
8
0
0
－8
0
0
－8
0
9
9

うち外国人

総人口
男　性
女　性
世帯数

　広報担当が撮影して、掲載された写真
は、本人またはご家族に限り、無料で差
し上げます（プリントサイズは Lサイ
ズ）。ご希望の方は総務課まで。

あ総務課　地域支援・防災安全担当
　う内線２１6

人口＆世帯 ９月１日現在
（�）は前月比　

※掲載を希望する方は「すくすく」へご連絡ください。

OGOSE  ART  MUSEUM   ＠梅園小学校

すくすくキッズ

169人�
79人
90人
137世帯

� 10,933人（−24人）
� 5,454人（−10人）
� 5,479人（−14人）
� 5,096世帯（��−5世帯）�

※�外国人世帯には、日本人との混合世帯40世帯
が含まれています。

酒本悠
ゆう

慎
ま

くん
( ２歳２か月 )

初めての水遊びで
大はしゃぎ！
来年も遊ぼうね！

あとがき

　今年度の４月から越生町役場に入庁し、今月号から広報おご
せのあとがきコーナーを担当させていただくことになりました秋
山です。徐々に暑さも和らぎ、ハンカチを使う機会も減ってきま
した。時間の流れも早く、今年も残すところあと３ヶ月！皆さん
は今年の目標を達成出来ましたか？私は仕事を早く習得するの
が目標ですが、わからないことばかりで悪戦苦闘の日々を送って
います。早く慣れるといいのですが、、
　皆さんもまだ寒暖差のある日が続くので体調管理には十分に
気を付け、秋を満喫しましょう！！　　　　　　　　　　【秋山】

マイナンバーカード手続き
お休みのお知らせ

｢火のドラゴンとぼく｣
３年　滝澤　領

りょう

太
た

さん
｢ふわふわ山のほとけ様｣
　4年　和

わ だ

田　弥
や え

依さん

システムのメンテナンス作
業のため、下記の期日は窓
口でのマイナンバーカード
に関わるすべての手続きが
できません。

※マイナポイントの申込みは、
9月末で終了しました。

あ町民課　住民担当
　う内線１２４、１２５

日程　10月7日（土）

　　　11月4日（土）


